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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】  
近年、日本の女性において、肥満と痩せの両方が増加しており、予防医学上の問題とな
っている。肥満や痩せの発症機序の理解、治療や対策のために、ボディーイメージの研究
は不可欠である。ボディーイメージに関する過去の研究において、日本の女性は自身の体
重へ強い不満を持っていることが報告されている。  
自身のボディーイメージへの歪んだ捉え方は、それ自体がストレスの原因となり、過食
や拒食などの行動上の問題や、うつ状態など精神的な問題の発生につながる。したがって、
歪んだボディーイメージがどのように形成されていくかを理解することは重要であるが、
過去の研究は主に欧米諸国のものであり、歴史や文化の異なる日本人を対象とした研究は
限られている。  
そこで今回の研究では、1) 日本の思春期女子を対象として、基本的生活習慣とボディー
イメージの歪みとの関係を横断的に評価すること、2) 幼少期からの基本的生活習慣と思春
期においてのボディーイメージの歪みとの関連性を縦断的に評価することを目的とした。  
 
【方法と結果】  
研究１：生活習慣とボディーイメージの歪みとの関係に関する横断研究  
対象は、富山出生コホートの対象者のうちの女子を対象とした。富山出生コホートとは、
1989年4月2日から1990年4月1日の間に出生した子どものうち、調査時期に富山県在住であ
った人全員を対象としている。第1回調査は対象者が3歳の時点（1992年）で実施され、以
後、小学1年生時（1996年）、小学4年生時（1999年）、中学1年生時（2002年）、高校1年
生時（2005年）に実施された。研究１では、中学1年生時の女子3939人を対象とした。  
調査内容は、子どもの生活習慣として、食習慣、睡眠習慣、運動の基本的な3習慣について
評価した。また、交絡因子となる可能性のある因子として、家族構成、親の職業、親の体
格（BMI）、初潮の有無、テレビ視聴時間、慢性疾患の有無を評価した。  
また、対象者の肥満と痩せの評価は、日本人の子どもの身長別BMIを標準値として用い、
BMIが5パーセンタイル未満の人を痩せ、95パーセンタイル以上の人を肥満と定義した。ボ
ディーイメージについては、「自分の体型をどう思いますか？」という質問に、1. やせて
いる 2．ふつう 3．ふとっているから一つを選ぶことで返答を得た。この返答をBMIに基づ
く体格と比較し、過小評価群（BMIによる分類より痩せているボディーイメージを持つ群）、
正常評価群（BMIによる分類とボディーイメージが一致する群）、過大評価群（BMIによる
分類より太っているボディーイメージを持つ群）の3群に分類した。  
統計解析は、多重ロジスティック回帰分析を用いて、基本的な3つの生活習慣とボディー
イメージとの関連性を、交絡因子を調整した上で評価した。  
その結果、対象者のうち、7.8%が実際の体型より、過小評価 のボディーイメージを、30.4%
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が過大評価のボディーイメージを持っていた。食事をゆっくり食べる、小食、とてもよく
運動すると回答した人は、体格を過小評価する（自分は痩せているというボディーイメー
ジを持つ）傾向にあった（調整オッズ比は、それぞれ1.81、3.17、1.41で有意）。それに対
して、朝食の欠食、早食い、大食い、就寝時刻が遅い（23時以降に就寝）、睡眠時間が短
い（7時間未満）、運動不足と回答した人は、体格を過大評価する（自分は太っているとい
うボディーイメージを持つ）傾向にあった（調整オッズ比は、それぞれ、1.35、1.47、1.67、
1.38、1.40、12.7で有意）。  
研究２：生活習慣とボディーイメージの歪みとの関係に関する縦断研究  
対象は、研究1と同様であり、3歳、小学1年生、小学4年生の3時点でのそれぞれの生活習
慣と中学1年生時点でのボディーイメージの歪みのデータのある、3歳時3340人、小学1年生
時3536人、小学4年生時3357人を分析対象とした。  
3 歳時の生活習慣は、運動をあまりしないと答えた人の方が、中学 1 年生の時点での体格
を過大評価する傾向にあった（調整オッズ比は 1.81 で統計学的に有意）。小学 1 年生時の
生活習慣は、全ての項目において、過小評価群と過大評価群のいずれにおいても、正常評
価群と有意差を認めなかった。小学 4 年生時の生活習慣は、早起きの人（7 時以前の起床）
の人は過小評価する傾向（調整オッズ比は 2.13 で有意）であったのに対して、長時間睡眠
（10 時間以上）の人は過大評価する傾向（調整オッズ比は 2.13 で有意）にあった。  
 
【考察】  
横断研究では、食べる速さ、食事量、朝食摂取、就寝時間、睡眠時間、運動頻度が、ボ
ディーイメージの歪みとの間に関連を認めた。また縦断研究では、3歳時点の運動頻度と、
小学4年生時での起床時刻および睡眠時間とボディーイメージの歪みとの間に関連を認め
た。以上から、思春期により近い年代の生活習慣ほど中学1年生時のボディーイメージの歪
みに影響を与えている可能性がある。  
食習慣や睡眠習慣が歪んだボディーイメージを形成する生物学的背景として、飢餓が認
知能力に悪影響を及ぼすことや、睡眠不足による精神的不安定性の惹起があると考えられ
る。したがって、好ましくない生活習慣は、精神神経系や内分泌系を介して身体に悪影響
を及ぼすと同時に、ボディーイメージを含めた認知能力に悪影響を及ぼしている可能性が
ある。  
本研究は日本の女子の地域集団を対象とした横断・縦断研究として、生活習慣とボディ
ーイメージとの関係を評価した初めての研究である。検討した変数には制限があるが、生
活習慣要因がボディーイメージの歪みの形成過程に影響を与えることを明らかしており、
今後の対応策や予防方法を検討する上で、重要な示唆を与えていると考えられる。 
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学 位 論 文 審 査 の 要 旨 
【目的】 
近年、日本人女性において、肥満と痩せの両方が増加しており、予防医学上の課題とな
っている。肥満と痩せの発症機序の理解、対策樹立のためには、ボディイメージについて
の研究が必要と考えられる。これまでのボディイメージに関する研究から、日本人女性は
自身の体重への強い不満を持っていることが報告されている。自身のボディイメージへの
歪んだ捉え方は、それ自体がストレスの原因となり、過食や拒食、さらにうつ状態など精
神的な問題の発生につながる可能性がある。そのために、歪んだボディイメージがどのよ
うに形成されていくかを理解することは重要な課題である。 
そこで、森享子氏は、富山出生コホート研究に参加した女子を対象として、1. 基本的生
活習慣とボディイメージの歪みとの関係を横断的に検討すること 2. 幼少期からの基本的
生活習慣と思春期におけるボディイメージの歪みとの関連を縦断的に検討することを目的
として本研究に着手した。富山出生コホート研究は、1989 年 4 月 2日から 1990 年 4 月 1日
の間に出生した子どものうち、調査時期に富山県在住の全員を対象とした疫学研究である。
第 1回調査は対象者が 3歳の時点（1992 年）で行われ、以降、小学校 1年生時 （1996 年）、
小学校 4年生時（1999 年）、中学 1年生時（2002 年）、高校 1年生時（2005 年）に実施さ
れている。 
 
【方法と結果】 
研究 1 生活習慣とボディイメージの歪みとの関係に関する横断研究 
研究 1では、中学 1年生時の女子 3939 人を対象とした。生活習慣として、食習慣、睡眠
習慣、運動習慣の基本的な 3習慣について評価した。交絡因子となる可能性のある因子と
して、家族構成、親の職業、親の体格、初潮の有無、テレビ視聴時間、慢性疾患の有無を
評価した。対象者の肥満と痩せの評価は、日本人の子どもの身長別 BMI を標準値として用
い、BMI が 5%タイル未満の人を痩せ、95%タイル以上の人を肥満と定義した。 
ボディイメージについては、「自分の体型をどう思いますか」という質問に、1. やせて
いる 2. ふつう3. ふとっている から回答を得た。この回答をBMIに基づく体格と比較し、
過小評価群（BMI による分類より痩せているボディイメージを持つ群）、正常評価群（BMI
による分類とボディイメージが一致する群）、過大評価群（BMI による分類より太っている
ボディイメージを持つ群）の 3群に分類した。統計解析は、多重ロジスティック回帰分析
を用いて、基本的な 3つの生活習慣とボディイメージとの関連性を、交絡因子を調整した
上で評価した。 
その結果、対象者のうち 7.8%が実際の体型より過小評価のボディイメージを、30.4%が過
大評価のボディイメージを持っていた。食事をゆっくり食べる、小食、とてもよく運動す
ると回答した人は、体格を過小評価する（自分は痩せているというボディイメージを持つ）
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傾向にあった（調整オッズ比は、それぞれ 1.81, 3.17, 1.41 で有意）。それに対して、朝
食の欠食、早食い、大食い、就寝時刻が遅い（23 時以降に就寝）、睡眠時間が短い（7時
間未満）、運動不足と回答した人は、体格を過大評価する（自分は太っているというボデ
ィイメージを持つ）傾向にあった（調整オッズ比は、それぞれ 1.35,  1.47,  1.67,  1.38,  
1.40,  12.7 で有意）。 
研究 2：生活習慣とボディイメージの歪みとの関係に関する縦断研究  
3 歳、小学 1年生、小学 4年生の 3時点での生活習慣と中学 1年生時点でのボディイメー
ジの歪みのデータのある、3歳時 3340 人、小学 1年生時 3536 人、小学 4年生時 3357 人を
分析対象とした。 3 歳時の生活習慣は、運動をあまりしないと答えた人の方が、中学 1年
生の時点での体格を過大評価する傾向にあった（調整オッズ比は 1.81 で有意）。小学 1年
生時の生活習慣は、全ての項目において、過小評価群と過大評価群のいずれにおいても、
正常評価群と有意差を認めなかった。小学 4年生時の生活習慣は、早起きの人（7時以前の
起床）は過小評価（調整オッズ比は 2.13 で有意）、長時間睡眠（10 時間以上）の人は過大
評価する傾向（調整オッズ比は 2.13 で有意）にあった。 
 
【総括】 
本研究は、富山スタディのデータを用いて、日本人女子における生活習慣とボディイメ
ージの歪みとの関係について検討したものである。 
横断研究では、食べる速さ、食事量、朝食摂取、就寝時間、睡眠時間、運動頻度とボデ
ィイメージの歪みとの間に関連を認めた。縦断研究では、3歳時点の運動頻度、小学 4年生
時での起床時刻および睡眠時間とボディイメージの歪みとの間に関連を認めた。このこと
から、思春期により近い年代の生活習慣ほど、中学 1年生時のボディイメージの歪みに影
響を与える可能性が示唆された。 
食習慣や睡眠習慣が歪んだボディイメージを形成する生物学的背景としては、飢餓が認
知能力に悪影響を及ぼすことや、睡眠不足による精神的不安定性の惹起等が推察される。
すなわち、好ましくない生活習慣は、精神神経系や内分泌系を介して、身体に悪影響を及
ぼすと同時に、ボディイメージを含めた認知機能に悪影響を及ぼしている可能性がある。 
本研究は日本の女子の地域集団を対象として、横断研究および縦断研究を行い、生活習
慣とボディイメージとの関係に着目したわが国初めての大規模疫学研究であり、新規性が
ある。検討した変数には制限があるものの、生活習慣がボディイメージの歪みの形成に影
響を与える可能性を明らかにしたものであり、今後の対応策や介入方法を検討する上で、
重要な示唆を与えており、医学における学術的重要性も高い。 
従って、本審査委員会は、本論文を博士（医学）の学位に十分値すると判断した。 
